
八

・

五

夜

間

診

療

切

捨

て

＝

合

理

化

強

行

二

十

一

周

年

弾

劾

夜

間

診

療

切

捨

て

強

行

か

ら

始

ま

っ

た

南

労

会

闘

争

は

八

月

五

日

で

二

十

二

年

目

に

突

入

！

こ

の

日

の

朝

、

港

合

同

の

仲

間

に

多

数

結

集

し

て

頂

き

、

松

浦

診

療

所

前

で

抗

議

の

集

会

を

行

い

ま

し

た

。

争

議

が

最

大

の

正

念

場

を

迎

え

た

今

、

怒

り

と

決

意

を

新

た

に

闘

い

抜

き

必

ず

勝

と

う

！

と

確

認

し

あ

い

ま

し

た

。

四

人

の

看

護

師

解

雇

か

ら

ま

る

十

七

年

職

場

に

戻

せ

八

月

三

〇

日

は

四

人

の

看

護

師

が

一

斉

に

懲

戒

解

雇

さ

れ

て

か

ら

丸

十

七

年

。

裁

判

で

負

け

よ

う

と

も

懲

戒

解

雇

さ

れ

る

理

由

は

何

ひ

と

つ

無

い

と

い

う

確

信

が

闘

い

を

支

え

て

き

ま

し

た

。

介

護

事

業

を

担

い

な

が

ら

現

場

で

闘

い

続

け

て

き

た

Ｋ

さ

ん

、

Ａ

さ

ん

の

決

意

は

不

変

で

す

。

六

億

六

千

万

円

損

賠

裁

判

次

回

弁

論

（

証

言

）

に

む

け

て

坐

り

こ

み

情

宣

を

開

始

損

賠

裁

判

は

次

回

が

い

よ

い

よ

証

人

調

べ

。

組

合

つ

ぶ

し

と

不

正

経

理

の

張

本

人

・

若

杉

常

務

理

事

が

出

廷

し

ま

す

。

ふ

だ

ん

公

の

場

に

顔

を

み

せ

な

い

若

杉

を

労

働

者

の

怒

り

の

傍

聴

闘

争

で

迎

え

、

ウ

ソ

と

ご

ま

か

し

を

許

さ

な

い

法

廷

闘

争

で

追

い

込

ん

で

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

「

裁

判

官

は

書

面

な

ど

読

ま

な

く

て

当

た

り

前

」

と

い

う

の

が

昨

今

の

裁

判

の

実

情

の

よ

う

で

す

。

事

実

と

理

屈

に

真

向

か

い

、

真

剣

に

真

理

を

つ

か

み

と

ろ

う

と

し

な

い

裁

判

官

に

は

大

衆

的

行

動

で

労

働

者

の

怒

り

と

真

実

を

伝

え

て

い

く

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

坐

り

込

み

情

宣

を

始

め

ま

し

た

。

ご

支

援

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。
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争

議

突

入

２

１

年

怒

り

と

決

意

新

た

に

何

と

し

て

も

勝

つ

ぞ

！

上）8/５診療所前抗議集会。

下）昼休み抗議集会で決意

を述べるＫさん（左）とＡ

さん(右)。



港

合

同

と

支

部

若

杉

常

務

理

事

ら

を

告

訴

八

月

末

、

港

合

同

と

南

労

会

支

部

は

若

杉

常

務

理

事

、

松

浦

元

理

事

長

、

佐

藤

新

理

事

長

を

大

阪

地

検

に

告

訴

し

ま

し

た

。

十

二

回

の

一

時

金

未

払

い

事

件

で

、

確

定

し

た

中

労

委

命

令

に

従

わ

ず

、

未

だ

に

一

円

の

未

払

い

賃

金

も

支

払

わ

ず

、

労

働

組

合

法

の

定

め

る

刑

事

罰

の

対

象

と

な

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

一

昨

年

、

中

労

委

か

ら

通

報

を

受

け

て

捜

査

を

行

っ

て

き

た

大

阪

地

検

は

三

月

末

、

不

当

に

も

不

起

訴

決

定

を

行

い

ま

し

た

。

そ

の

後

も

南

労

会

は

日

々

賃

金

未

払

い

の

犯

罪

を

重

ね

て

い

ま

す

。

そ

の

為

四

月

の

労

働

法

学

者

・

佐

藤

昭

夫

先

生

の

告

発

に

続

き

当

該

労

働

組

合

と

し

て

告

訴

を

行

っ

た

次

第

で

す

。

（

以

下

、

要

約

・

抜

粋

し

て

紹

介

）

被被被被

告告告告

発発発発

人人人人

医

療

法

人

南

労

会

常

務

理

事

・

若

杉

正

樹

、

同

元

代

表

者

・

松

浦

良

和

、

他

一

名

。

罪罪罪罪

名名名名

確

定

判

決

に

よ

っ

て

支

持

さ

れ

た

労

働

委

員

会

救

済

命

令

違

反

（

労

組

法

第

二

八

条

）

【【【【

告告告告

訴訴訴訴

理理理理

由由由由

】】】】

１１１１

不不不不

起起起起

訴訴訴訴

処処処処

分分分分

とととと

犯犯犯犯

罪罪罪罪

のののの

継継継継

続続続続

（

略

）

…

組

合

側

は

速

や

か

な

起

訴

を

求

め

て

き

た

。

…

し

か

し

本

年

三

月

三

〇

日

、

御

庁

は

、

医

療

法

人

南

労

会

を

不

起

訴

処

分

と

し

た

。

そ

の

後

、

南

労

会

は

悔

悛

の

情

を

示

す

ど

こ

ろ

か

、

不

起

訴

処

分

に

「

わ

が

意

を

得

た

り

」

と

ば

か

り

、

依

然

と

し

て

労

働

委

員

会

命

令

を

履

行

せ

ず

、

「

確

定

判

決

に

よ

っ

て

支

持

さ

れ

た

労

働

委

員

会

救

済

命

令

違

反

」

（

労

働

組

合

法

第

二

八

条

）

の

罪

を

、

今

日

ま

で

新

た

に

重

ね

て

い

る

。

す

な

わ

ち

不

起

訴

後

、

四

回

団

交

が

行

わ

れ

た

が

、

若

杉

常

務

理

事

は

、

確

定

判

決

に

支

持

さ

れ

た

中

労

委

命

令

が

妥

結

条

件

と

す

る

こ

と

を

禁

じ

た

と

こ

ろ

の

減

額

三

条

件

に

つ

い

て

、

口

先

で

は

「

撤

回

し

た

」

「

命

令

を

履

行

し

て

い

る

」

と

オ

ウ

ム

返

し

に

し

、

同

時

に

「

勤

務

評
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価

を

行

う

。

団

交

事

項

で

は

な

い

。

評

価

の

基

準

も

計

算

方

法

も

、

結

果

の

額

も

言

う

必

要

は

な

い

」

と

の

対

応

を

変

え

ず

、

妥

結

を

妨

害

し

、

協

定

書

案

も

示

さ

ず

、

中

労

委

命

令

を

潜

脱

し

、

未

だ

に

一

円

の

未

払

い

賃

金

も

支

払

っ

て

い

な

い

。

２２２２

南南南南

労労労労

会会会会

のののの

悪悪悪悪

質質質質

性性性性

とととと

犯犯犯犯

罪罪罪罪

のののの

重重重重

大大大大

性性性性

（（（（

1111

））））

労労労労

働働働働

委委委委

員員員員

会会会会

救救救救

済済済済

命命命命

令令令令

はははは

、、、、

団団団団

結結結結

権権権権

保保保保

障障障障

のののの

実実実実

効効効効

性性性性

のののの

担担担担

保保保保

①

最

高

裁

に

よ

れ

ば

、

「

労

働

委

員

会

の

救

済

命

令

制

度

は

、

労

働

者

の

団

結

権

及

び

団

体

行

動

権

の

保

護

を

目

的

と

し

、

こ

れ

ら

の

権

利

を

侵

害

す

る

使

用

者

の

一

定

の

行

為

を

不

当

労

働

行

為

と

し

て

禁

止

し

た

法

七

条

の

規

定

の

実

効

性

を

担

保

す

る

た

め

も

う

け

ら

れ

た

も

の

」

で

あ

り

、

「

使

用

者

の

右

規

定

違

反

行

為

に

対

し

て

労

働

委

員

会

と

い

う

行

政

機

関

に

よ

る

救

済

命

令

の

方

法

を

採

用

し

た

の

は

、

使

用

者

に

よ

る

組

合

活

動

侵

害

行

為

に

よ

っ

て

生

じ

た

状

態

を

右

命

令

に

よ

っ

て

直

接

是

正

す

る

こ

と

に

よ

り

、

正

常

な

集

団

的

労

使

関

係

秩

序

の

迅

速

な

回

復

を

図

る

」

趣

旨

で

あ

る

（

一

九

七

七

年

二

月

二

十

三

日

大

法

廷

判

決

）

。

②

そ

れ

は

ま

た

、

日

本

が

批

准

し

て

い

る

Ｉ

Ｌ

Ｏ

第

九

八

号

条

約

（

団

結

権

及

び

団

体

交

渉

権

に

つ

い

て

の

原

則

の

適

用

に

関

す

る

条

約

）

第

三

条

の

、

「

団

結

権

の

尊

重

を

確

保

す

る

た

め

、

必

要

が

あ

る

場

合

に

は

、

国

内

事

情

に

適

す

る

機

関

を

設

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

い

う

、

条

約

上

の

義

務

履

行

の

た

め

の

機

関

で

も

あ

る

。

（（（（

2222

））））

使使使使

用用用用

者者者者

のののの

救救救救

済済済済

命命命命

令令令令

履履履履

行行行行

義義義義

務務務務

とととと

そそそそ

のののの

違違違違

反反反反

にににに

対対対対

すすすす

るるるる

制制制制

裁裁裁裁

①

そ

れ

で

は

な

ぜ

、

労

働

組

合

法

七

条

の

差

別

（

不

利

益

）

待

遇

、

組

合

否

認

（

団

交

拒

否

）

、

労

働

組

合

の

結

成

・

運

営

へ

の

支

配

介

入

な

ど

、

団

結

権

侵

害

に

対

し

て

、

迅

速

な

原

状

回

復

が

必

要

と

さ

れ

る

の

か

。

そ

れ

は

、

こ

う

し

た

使

用

者

に

不

当

労

働

行

為

に

よ

っ

て

、

い

っ

た

ん

組

合

が

壊

滅

し

、

あ

る

い

は

御

用

化

し

ま

っ

た

後

で

は

、

も

は

や

回

復

は

不

可

能

あ

る

い

は

極

め

て

困

難

と

な

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

だ

か

ら

、

団

結

権

侵

害

に

対

す

る

「

国

内

事

情

に

適

し

た

」

専

門

的

救

済

機

関

と

し

て

労

働

委

員

会

が

設

け

ら

れ

た

。

そ

の

行

政

処

分

に

よ

り

、

不

当

労

働

行

為

の

な

か

っ

た

状

態

へ

の

迅

速

な

回

復

が

図

ら

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

②

そ

れ

だ

か

ら

、

そ

の

命

令

は

公

定

力

を

有

し

、

命

令

を

受

け

た

使

用

者

は

、

直

ち

に

命

令

を

履

行

す

る

義

務

を

負

う

。

各

地

の

労

働

委

員

会

の

命

令

に

対

し

て

、

中

労

委

へ

の

再

審

査

申

立

て

、

あ

る

い
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は

裁

判

所

へ

の

行

政

訴

訟

で

争

う

道

は

認

め

ら

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

は

命

令

に

従

っ

た

上

で

の

争

い

で

あ

り

、

自

分

の

主

張

が

認

め

ら

れ

て

そ

の

命

令

が

変

更

あ

る

い

は

取

り

消

さ

れ

る

ま

で

は

、

そ

の

履

行

の

義

務

は

な

く

な

ら

な

い

。

こ

の

、

命

令

確

定

前

に

お

い

て

も

使

用

者

が

救

済

命

令

の

履

行

義

務

を

負

う

こ

と

は

、

労

働

組

合

法

（

二

七

条

の

十

二

第

四

項

）

や

労

働

委

員

会

規

則

（

四

五

条

一

項

）

等

に

明

定

さ

れ

て

い

る

だ

け

で

な

く

、

川

田

悦

子

衆

議

院

議

員

の

質

問

主

意

書

に

対

す

る

小

泉

純

一

郎

首

相

名

義

の

政

府

答

弁

書

（

二

〇

〇

三

年

六

月

六

日

）

、

さ

ら

に

は

服

部

良

一

衆

議

院

議

員

の

質

問

主

意

書

に

対

す

る

野

田

佳

彦

首

相

名

義

の

政

府

答

弁

書

（

二

〇

一

二

年

六

月

二

九

日

）

に

よ

っ

て

確

認

さ

れ

て

い

る

。

③

だ

が

法

は

、

救

済

命

令

が

出

さ

れ

た

場

合

、

使

用

者

が

自

発

的

に

こ

れ

を

履

行

す

る

こ

と

を

期

待

し

、

そ

の

不

履

行

に

対

す

る

制

裁

と

し

て

は

、

次

の

二

つ

に

止

め

た

。

第

一

は

、

使

用

者

の

救

済

命

令

取

消

し

の

訴

え

を

受

け

た

裁

判

所

が

、

判

決

確

定

ま

で

救

済

命

令

に

従

う

べ

き

旨

を

命

ず

る

緊

急

命

令

を

発

し

た

場

合

、

あ

る

い

は

使

用

者

が

取

消

の

訴

え

を

提

起

せ

ず

救

済

命

令

が

確

定

し

た

場

合

、

そ

の

違

反

に

対

し

て

、

五

〇

万

円

以

下

（

そ

の

命

令

が

作

為

を

命

ず

る

も

の

で

あ

る

と

き

は

、

不

履

行

日

数

一

日

に

つ

き

一

〇

万

円

を

加

算

）

以

下

の

過

料

が

科

さ

れ

る

こ

と

（

労

働

組

合

法

三

十

二

条

）

、

第

二

は

、

確

定

判

決

に

よ

っ

て

支

持

さ

れ

た

労

働

委

員

会

救

済

命

令

違

反

に

対

し

て

、

一

年

以

下

の

禁

固

若

し

く

は

一

〇

〇

万

円

以

下

の

罰

金

、

ま

た

は

そ

れ

が

併

科

さ

れ

る

こ

と

（

労

働

組

合

法

第

二

八

条

）

で

あ

る

。

（（（（

3333

））））

南南南南

労労労労

会会会会

のののの

意意意意

図図図図

的的的的

不不不不

履履履履

行行行行だ

が

、

南

労

会

は

、

公

益

事

業

を

営

む

医

療

法

人

で

あ

り

な

が

ら

、

労

働

委

員

会

の

救

済

命

令

違

反

に

直

接

の

制

裁

規

定

が

な

い

の

を

良

い

こ

と

に

、

違

法

な

命

令

違

反

を

意

図

的

に

続

け

た

。

そ

の

た

め

、

数

多

く

の

救

済

命

令

が

出

さ

れ

な

が

ら

、

二

〇

数

年

に

わ

た

っ

て

差

別

的

賃

金

未

払

い

や

懲

戒

処

分

を

巡

っ

て

紛

争

が

続

け

ら

れ

て

い

る

。

そ

れ

は

、

大

阪

高

裁

（

二

〇

〇

七

年

九

月

二

六

日

判

決

）

が

、

「

労

働

法

制

を

根

本

か

ら

否

定

す

る

違

法

、

不

当

な

行

為

」

と

断

じ

た

よ

う

に

、

労

働

者

の

生

存

権

や

団

結

権

な

ど

、

労

働

基

本

権

の

重

大

な

侵

害

で

あ

る

。

（（（（

4444

））））

裁裁裁裁

判判判判

所所所所

のののの

緊緊緊緊

急急急急

命命命命

令令令令

違違違違

反反反反そ

れ

だ

け

で

は

な

い

。

南

労

会

は

、

裁

判

所

に

よ

る

緊

急

命

令

が

出

さ

れ

て

も

こ

れ

に

従

わ

な

か

っ

た

。

そ

し

て

、
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二

件

で

計

五

〇

〇

万

円

の

過

料

を

科

さ

れ

て

い

る

。

先

の

、

野

田

佳

彦

首

相

名

義

の

政

府

答

弁

書

に

よ

れ

ば

、

労

働

組

合

法

第

二

七

条

の

二

〇

の

規

定

に

よ

る

緊

急

命

令

に

従

わ

な

か

っ

た

と

し

て

、

中

労

委

が

地

方

裁

判

所

に

通

知

し

た

件

数

は

、

二

〇

〇

七

年

か

ら

二

〇

一

一

年

ま

で

で

合

計

六

件

と

報

告

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

う

ち

二

件

が

南

労

会

事

件

な

の

で

あ

る

。

国

に

五

〇

〇

万

円

の

過

料

を

支

払

っ

て

も

、

労

働

者

に

は

一

円

の

未

払

い

賃

金

も

支

払

わ

な

い

南

労

会

は

、

正

に

団

結

権

侵

害

の

確

信

犯

で

あ

り

、

社

会

的

・

倫

理

的

責

任

感

覚

を

失

っ

た

使

用

者

だ

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

（（（（

5555

））））

確確確確

定定定定

判判判判

決決決決

にににに

よよよよ

りりりり

支支支支

持持持持

ささささ

れれれれ

たたたた

労労労労

働働働働

委委委委

員員員員

会会会会

救救救救

済済済済

命命命命

令令令令

違違違違

反反反反

（（（（

労労労労

働働働働

組組組組

合合合合

法法法法

第第第第

二二二二

八八八八

条条条条

））））

南

労

会

の

法

秩

序

無

視

の

態

度

は

、

制

裁

の

軽

さ

に

よ

っ

て

、

さ

ら

に

強

ま

る

。

南

労

会

は

二

〇

一

二

年

二

月

以

降

、

つ

い

に

「

確

定

判

決

に

よ

っ

て

支

持

さ

れ

た

労

働

委

員

会

救

済

命

令

違

反

」

さ

え

、

敢

え

て

す

る

よ

う

に

な

る

。

御

庁

の

不

起

訴

処

分

は

南

労

会

を

大

い

に

力

づ

け

た

。

早

速

、

「

南

労

会

の

賃

金

未

払

い

に

対

す

る

六

億

六

千

万

円

損

賠

裁

判

」

に

お

い

て

、

「

三

条

件

撤

回

が

偽

装

で

あ

り

、

勤

務

評

価

方

針

に

違

法

・

不

当

性

が

あ

る

と

は

認

め

る

に

足

る

証

拠

は

な

い

と

の

判

断

で

あ

る

。

当

然

、

か

つ

、

正

当

な

判

断

で

あ

る

」

と

述

べ

、

一

九

九

〇

年

代

か

ら

の

、

億

単

位

に

上

る

賃

金

未

払

い

を

正

当

化

し

て

い

る

。

そ

う

し

て

不

起

訴

以

降

も

依

然

と

し

て

、

堂

々

と

、

確

定

判

決

に

よ

っ

て

支

持

さ

れ

た

労

働

委

員

会

救

済

命

令

違

反

の

罪

を

重

ね

て

い

る

。

（（（（

6666

））））

そそそそ

のののの

放放放放

置置置置

はははは

、、、、

団団団団

結結結結

権権権権

保保保保

障障障障

のののの

放放放放

棄棄棄棄

御

庁

の

不

起

訴

は

、

強

者

は

ル

ー

ル

を

破

っ

て

も

お

咎

め

な

し

と

い

う

こ

と

で

あ

り

、

憲

法

上

、

団

結

権

を

保

障

す

べ

き

政

府

が

、

そ

の

「

裁

量

」

に

よ

っ

て

労

働

者

の

生

存

権

、

労

働

基

本

権

の

侵

害

を

放

置

と

い

う

こ

と

を

意

味

す

る

。

こ

う

し

て

そ

れ

は

、

日

本

が

法

治

国

家

で

は

な

く

、

弱

者

を

切

り

捨

て

る

検

察

官

の

人

治

国

家

に

な

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

（

以

下

、

略

）

検検検検

察察察察

はははは

若若若若

杉杉杉杉

らららら

をををを

速速速速

やややや

かかかか

にににに

起起起起

訴訴訴訴

せせせせ

よよよよ

！！！！
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若

杉

が

証

人

出

廷

！

■

6

億

6

千

万

円

損

賠

裁

判

9

月

21

日

（

金

）

〔

朝

〕

8

時

15

分

～

ビ

ラ

撒

〔

法

廷

〕

13

時

10

分

～

16

時

大

阪

地

裁

６

１

０

号

法

廷

■

府

労

委

審

問

（

エ

ル

大

阪

）

9

月

27

日

13

時

～

15

時

☆

￤

￤

☆

￤

￤

☆

￤

￤

☆

■

裁

判

所

東

門

座

込

み

情

宣

9

月

12

日

／

19

日

11

時

半

～

14

時

半

■

検

察

庁

前

ビ

ラ

ま

き

宣

伝

9

月

20

日

8

時

15

分

～

９

時

10

分

～

署

名

提

出


